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令
和
５
年
第
６
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１９
日
か
ら
２５
日
ま
で
の

７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
は
、報
告
２
件
、条
例
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
の
ほ
か
、

令
和
４
年
度
会
計
の
決
算
認
定
、
人
事
案
件
な
ど
２７
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
様
々
な
問
題
を

取
り
上
げ
、
村
政
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

9月定例会の
あらまし

会計別決算状況
一　般　会　計
会  計  別 歳　　入 歳　　出

33億9,250万円
3億8,590万円
5,986万円
１億26万円
931万円

4,288万円
5億823万円
9,150万円
3,732万円

合　　　計

事業勘定
直診勘定国保

特
別
会
計

49億5274万円 46億2780万円

簡易水道事業
村営バス事業
集落排水事業
介 護 保 険
学校給食センター
後期高齢者医療

 36億6,673万円
3億9,048万円
6,998万円
１億394万円
1,008万円
4,438万円

５億3,365万円
9,604万円
3,742万円

主な事業（一般会計）
役場庁舎空調設備改修工事
若者未来創出会議PR動画作成
若者未来創出会議アドバイザー業務
さめがわ魅力発信事業業務
手まめ館加工品製造動画作成業務
大房地区移動通信用鉄塔施設整備工事
地域公共交通協議会負担金
村民保養施設薪ボイラー更新工事

１億２,２１９万円
８５万円
１９９万円
５９７万円
７３万円

１,４８０万円
８０２万円
500万円

まめな暮らし応援商品券発行業務
ほしぞら映画祭運営業務
さめがわファンクラブ運営業務
鹿角平観光牧場排水路整備工事
道路及び河川維持補修工事
防災マップ作成業務
公民館２階トイレ改修工事（洋式化）

6,243万円
４０３万円
８８万円

１,９０７万円
２,８８６万円
４０７万円
１２９万円

令和4年度

決算

黒
字
決
算
を
認
定

決算審査意見　 代表監査委員　森　　 洋

一般会計・各特別会計ともに黒字決算
監査委員　北條 利雄

決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率については、実質公債費比率のみ
が該当し、６.８％で基準値を下回り健全財政を堅持した。

厳しい財政状況の中、「自立の村づくり」に向けて、今後も引き続き効率的な財政運
営を図り、村民生活向上のため、各種事業の推進に努めていただきたい。

収入未済額の徴収
村民税、固定資産税、国保税、簡易水道使用料など未収金が今後も増加傾向にあ
るものと推察される。収入未済額の解消に向け、引き続き納入に対する啓発・確保
に努めていただきたい。



補正
予算

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

討
論
・
議
案
調
査
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人
　
事

令
和
５
年
10
月
１
日
〜

令
和
８
年
３
月
３１
日

ふ
じ　

  

た　
　
　

    　
　

   

ま
こ
と

あ　

 

く　

 

つ　

   

こ
う  

い
ち

◆ 

任
期

藤
田
　
　
充（
塙
町
）

教
育
委
員
会
教
育
長

令
和
５
年
10
月
１
日
〜

令
和
９
年
９
月
３０
日

◆ 

任
期

阿
久
津 

光
市
（
西
山・折
戸
）

教
育
委
員
会
委
員

【
再
任
】

会計別補正予算

一　般　会　計 32億8,267万円

4億2,249万円

5,666万円

8,919万円

1,202万円

4,328万円

5億782万円

9,573万円

3,865万円

事業勘定

直診勘定
国保

特
別
会
計

簡易水道事業

村営バス事業

集落排水事業

介 護 保 険

学校給食センター

後期高齢者医療

 29億7,043万円

4億1,568万円

5,182万円

8,538万円

1,126万円

4,139万円

4億8,139万円

9,119万円

3,855万円

会  計  別 補正前の予算額 補正後の予算額

主な事業（一般会計・歳出）
　　　　　 財政調整基金
　　　　　 公有施設整備基金
　　　　　 教育施設整備基金

1億2,921万円
4,000万円
4,000万円

積 立 金

デマンド交通交通実証運行業務委託 917万円
地域活性化起業人協定負担金
（DXを推進し、デジタル技術を活用し、住民サービスの
向上を図るため起業人２名を受け入れる経費）

640万円

物価高騰対応生活困窮世帯緊急支援事業
（令和５年度住民税非課税世帯のうち、高齢者
世帯等に１世帯あたり6,000円を給付）

１０８万円

村道維持補修工事（村内一円8路線） ９２４万円

学校給食センター特別会計への繰出金
（給食費の無償化による財源不足分を増額補正）

道路新設改良費（越虫川護岸工事設計業務委託） ３００万円
道路新設改良費（越虫川護岸工事工事請負費） 2,000万円

11月から園児、児童・生徒の
給食費を無償化に

230万円

一般会計



討論
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審議結果（主な条例・予算） ○＝賛成　△＝反対

議　　案　　名 窪木 浩一 青戸 義之 森田 重男 森　隆之 遠藤 貴人 北條 利雄 緑川 　茂本郷 弘義

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○【議案第５１号】 鮫川村特産品加工施設等設置条例の
　　　　　　  一部を改正する条例

【認定第１号】 鮫川村一般会計歳入歳出決算認定

【議案第52号】 令和５年度鮫川村一般会計補正予算
　　　　　　  （第４号）

【議案第５９号】 令和５年度鮫川村学校給食センター
　　　　　　  特別会計補正予算（第２号）

【議案第６１号】 村道路線の認定について

※上記以外の提出議案は、全員賛成にて可決承認

△ ○ ○ ○ △ ○ ○○

△ ○ ○ ○ △ △ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

議  案
第５２号

令
和
５
年
度
鮫
川
村

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
村
長
就
任
が
８
月
３１
日
で

あ
り
、
議
員
各
位
が
上
程
さ

れ
た
補
正
予
算
書
を
受
け

取
っ
た
の
が
９
月
中
旬
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
給
食
費
無
償

化
は
就
任
後
の
数
日
で
決
定

さ
れ
て
お
り
、
次
年
度
以
降

の
財
政
計
画
が
不
透
明
で
あ

る
。
給
食
業
務
を
預
か
る
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
、
並
び
に

担
当
課
で
あ
る
教
育
課
が
、

施
策
の
方
針
を
村
長
か
ら
充

反
　
対

遠
藤 
貴
人 

議
員

賛
　
成

緑
川
　 

茂 

議
員

分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
委
員
会
調
査
で
判
明
し

た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
団
体
を
通

じ
て
、
保
護
者
へ
の
説
明
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
何

も
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
支

払
っ
た
給
食
費
は
、
村
内
の

生
産
者
や
社
会
福
祉
法
人
な

ど
の
経
済
循
環
に
な
っ
て
い

る
こ
と
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
。

　
選
挙
公
約
な
の
で
、
ぜ
ひ

実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
さ
ら

な
る
議
論
の
醸
成
が
必
要
で

あ
る
と
判
断
し
、
本
補
正
予

算
案
に
反
対
の
討
論
と
す
る
。

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
も
数
回

議
題
に
上
り
、
充
分
な
議
論

を
重
ね
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
村
長
も
議
員
の
時
か
ら

無
償
化
を
訴
え
て
い
た
。

　
今
、
本
村
は
人
口
減
少
と

少
子
化
、
さ
ら
に
若
者
世
代

の
村
外
へ
の
流
出
問
題
は
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
対
応
策
と
し
て
、
子

育
て
世
代
に
対
す
る
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
と
り
わ
け
学

校
給
食
費
の
無
償
化
は
直
ぐ

に
出
来
る
対
策
で
あ
る
。

　
他
の
町
村
と
比
べ
人
口
減

少
率
が
高
い
現
状
に
危
機
感

が
足
り
な
い
。
親
の
負
担
を

軽
減
し
て
子
育
て
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
支
援
策
に
若
い
世

代
、
特
に
子
育
て
世
代
は
非

常
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
推

移
を
見
守
っ
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
村
の
現
状
を
踏
ま
え

て
、
出
来
る
こ
と
か
ら
一
刻

も
早
く
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ズ
バ
リ
!!
村
政
を
問
う
！
一
般
質
問
・
森　
隆
之
議
員
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議 案
調 査

事業内容の説明を受けた合同議案調査

提出議案を徹底調査
　

令
和
５
年
度
一
般
会
計・特
別
会

計
補
正
予
算
お
よ
び
令
和
４
年
度

一
般
会
計・特
別
会
計
決
算
認
定
を

総
務
文
教・産
業
厚
生
両
常
任
委
員

会
で
調
査
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

特
別
会
計
繰
出
金
に

２
３
０
万
円

旧交流施設の現状確認 老朽化が進むトレーニングセンター

大規模な地すべりが発生した村道内ヶ竜滝ノ下線 鹿角平の水源調査

産業厚生
常任委員会

村
道
８
路
線
維
持
補
修
工
事

費
用

答
道
路
維
持
補
修
工
事
費

９
２
４
万
円

問 答
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

繰
出
金 

２
３
０
万
円

給
食
費
の
無
償
化
に
よ
る

財
源
不
足
増
額
補
正

問

総務文教
常任委員会

道
路
台
帳
整
備
業
務
費 

２
４
８
万
円

問
国
道
２
８
９
号
線
渡
瀬
バ
イ
パ
ス
完
成
に
伴
い
、村

道
路
線
に
移
動
が
あ
っ
た
た
め

答
道
路
新
設
改
良
工
事
請
負
費 

２
０
０
０
万
円

問
越
虫
川
護
岸
工
事
に
要
す
る
経
費

答
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
業
務 

９
１
７
万
円

問
村
が
実
施
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
費
用

答
地
域
活
性
化
起
業
人
協
定
負
担
金 

６
４
０
万
円

問
村
の
D
X
を
推
進
し
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
村
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
目
的
に
起
業
人

２
名
を
受
け
入
れ
る
費
用

答

現
地
調
査

！



緑川　  茂 議員
みどりかわ　         しげる

▪
▪
宗田村政の所信
子育て支援策

登壇
7人が

リズバ

村政を問う！
議員

さめがわ議会だより第174号　 6

P 8

　一般質問は、議員の日常生活を通じて、
住民の声や自身の考え方をもとに、村長、
教育長などの方針を問うものです。鮫川村
議会は、一人あたり９０分の制限時間内で
あれば、質問の回数に制限はありません。

P13

P12

P 9

P 7

森　  隆之 議員
もり　　　  たか ゆき

▪鹿角平観光牧場

北條  利雄 議員
ほうじょう   とし  お

▪村長の基本理念、
政治姿勢

青戸  義之 議員
あお  と　   よし ゆき

▪情報公開

本郷  弘義 議員
ほん ごう   ひろ  よし

▪
▪
子育て支援策
ヤングケアラーの実態

遠藤  貴人 議員
えん どう    たか ひと

▪期待に応える政策

P10

森田  重男 議員
もり  た　　しげ  お

▪犯罪被害者の
見舞金制度

前田  武久 議長
まえ  た　   たけ ひさ

窪木  浩一 議員
くぼ  き　   こう いち

出 席 議 員

P11



オートキャンプ場を推進し
　ボーリングでの水源確保に努める答

問 鹿角平の整備計画と水源の確保は森 

　
隆
之 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　

緑
川　
茂
議
員
・
北
條
利
雄
議
員
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鹿
角
平
観
光
牧
場
に
つ

い
て
、
今
後
の
整
備
計
画

と
今
年
度
実
施
予
定
の
整

備
は
。

　

今
年
度
は
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
活
用
に
よ
り
水

路
沿
い
に
転
落
防
止
柵
の

整
備
を
行
っ
た
。
今
後
の

整
備
計
画
は
、
令
和
３
年

度
に
鹿
角
平
観
光
牧
場
総

合
整
備
基
本
計
画
を
策
定

し
、
整
備
の
方
向
性
や
観

光
施
設
と
し
て
の
機
能
強

化
の
方
針
を
定
め
て
い
る
。

同
計
画
に
は
、オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
や
林
間
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
エ
リ
ア
等
の
新
設
の
ほ

か
、
老
朽
化
し
て
い
る
管

理
棟
の
建
て
替
え
な
ど
、

段
階
的
な
整
備
計
画
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
向
け
て
、
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
の
活

用
を
考
え
て
い
た
が
、
残

念
な
が
ら
採
択
と
は
な
ら

ず
、
財
源
の
確
保
が
最
大

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
。
整
備
に
は
多
額

の
費
用
を
要
す
る
た
め
、

引
き
続
き
有
利
な
交
付
金

や
補
助
金
等
を
活
用
す
べ

く
、
庁
内
各
課
等
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
情
報
収
集
に
鋭
意
努
力

す
る
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
あ
て

に
し
て
い
た
交
付
金
が
通

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
財
源
確
保
に
苦
労
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
た
だ
、

鹿
角
平
は
皆
が
集
ま
る
憩

い
の
場
、
鮫
川
が
一
番
売

り
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

今
、空
前
の
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー

ム
で
、
毎
日
１
、
２
組
、

週
末
に
な
れ
ば
五
、
六
組

の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
訪
れ
て

い
る
。
芝
生
の
上
で
テ
ン

ト
を
張
っ
て
、
キ
ャ
ン
プ

を
す
る
の
も
良
い
が
、
車

で
行
っ
て
隣
に
テ
ン
ト
を

立
て
て
キ
ャ
ン
プ
を
す
る

と
い
う
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
を
設
置
し
て
み
て
は
。

　

私
も
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
は
多
く
の
方
か
ら
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
あ

る
国
会
議
員
の
方
か
ら
も

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
交

流
人
口
・
関
係
人
口
を
図

る
た
め
に
は
、
施
設
の
充

実
は
重
要
と
思
う
の
で
、

前
向
き
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

　
今
年
の
夏
に
渇
水
し
た

と
の
話
を
聞
い
た
。
施
設

の
水
源
確
保
の
状
況
は
。

　

水
源
確
保
に
つ
い
て
は
、

８
月
に
貯
水
タ
ン
ク
の
水

位
が
著
し
く
低
下
し
た
が
、

鹿
角
平
観
光
セ
ン
タ
ー
の

速
や
か
な
対
応
に
よ
り
水

位
は
回
復
し
た
。
今
後
の

対
策
は
、
来
年
度
に
向
け

て
新
た
な
水
源
を
確
保
す

る
た
め
の
予
算
を
計
上
し

た
い
。
財
源
は
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
基
金
を
活
用
し

た
い
と
思
う
。
水
源
確
保

に
つ
い
て
は
優
先
的
に
改

善
を
し
た
い
。

　
鹿
角
平
の
新
た
な
水
源

確
保
は
重
要
で
あ
る
。
今

ま
で
も
、度
々
渇
水
が
あ
っ

た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い

る
。
新
た
な
と
こ
ろ
を

ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
、
計
画

的
に
費
用
を
組
ん
で
整
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
。

　

全
く
そ
の
と
お
り
。
あ

そ
こ
は
高
地
に
あ
る
た
め

水
の
出
が
悪
い
、
こ
れ
は

前
か
ら
承
知
し
て
い
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
、
こ
れ
も
大

変
大
事
な
施
策
だ
と
思

う
。
あ
の
近
辺
を
一
回

ボ
ー
リ
ン
グ
し
て
み
て
、

水
が
出
る
か
出
な
い
か
確

認
し
て
検
討
を
し
た
い
。

質 

問

新しい施設や水源確保が必要な鹿角平観光牧場

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

質 

問



村民の声を第一に
　　　対策対応を進める

宗田村政の所信は

答

問
  　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

人
口
減
少
対
策
な
ど
課
題

が
山
積
し
て
い
る
中
で
、宗

田
村
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

我
々
議
決
機
関
と
し
て
も

村
民
の
豊
か
な
生
活
を
願

い
、わ
が
村
を
良
く
し
た
い

と
い
う
思
い
は
皆
同
じ
で

あ
る
。執
行
機
関
と
議
論

を
重
ね
な
が
ら
住
み
よ
い

村
を
つ
く
る
為
に
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
む
考
え
で

あ
る
が
、村
長
に
な
ら
れ
て

の
抱
負
と
今
後
の
村
づ
く

り
の
政
策
は
。

 
　

村
づ
く
り
は
人
を
育
て

る
こ
と
。Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
栗
山
監

督
に
よ
る
と
、日
本
資
本
主

義
の
父
と
言
わ
れ
た
渋
沢

栄一の
著
書「
論
語
と
算
盤
」

を
実
践
す
れ
ば
ど
ん
な
組

織
も
強
く
な
る
と
の
教
え

を
基
に
、人
の
話
に
耳
を
傾

け
ら
れ
る
人
が
結
果
を
出

す
。押
し
付
け
な
い
で
選
択

肢
を
提
案
す
る
の
が
指
導

者
、適
所
に
人
を
置
き
、そ

の
場
所
で
個
性
を
磨
く
こ

と
で
あ
る
。

　

現
在
、村
は
少
子
高
齢

化
に
伴
い
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
の
減
少
、高
齢
化
に

よ
る
防
犯・防
災
対
応
の
問

題
、就
農
人
口
の
減
少
に
よ

る
田
畑
の
荒
廃
対
応
、中

心
地
の
空
洞
化
に
伴
う
空

き
家
の
対
応
な
ど
、問
題

が
山
積
し
て
お
り
、様
々
な

判
断
が
求
め
ら
れ
る
。村

民
の
声
、気
持
ち
を
第
一
に

考
え
、議
会
、職
員
と
一
緒

に
こ
れ
ら
の
対
策・対
応
を

進
め
て
い
く
。職
員
に
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
と

し
て
の
意
識
を
持
っ
て
村

民
の
為
に
働
い
て
頂
き
た

い
。ま
た
、意
欲
の
あ
る
職

員
の
様
々
な
意
見
に
耳
を

傾
け
、ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
体

制
を
作
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
栗
山
監

督
が
実
践
し
た「
論
語
と
算

盤
」を
参
考
に
組
織
の
在
り

方
、指
導
者
の
在
り
よ
う

を
構
築
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
対
策
の
一
つ

と
し
て
子
育
て
支
援
を
充

実
さ
せ
る
施
策
が
必
要
で

あ
る
。親
の
負
担
を
軽
減

し
、子
育
て
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、若
者
世

代
の
村
外
へ
の
流
出
防
止

の
為
に
も
大
変
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。村
長
が
公
約
に

掲
げ
ら
れ
た
学
校
給
食
費

無
償
化
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
考
え
は
。

  　

村
は
年
々
人
口
減
少
が

進
み
、特
に
若
者
の
村
外
流

出
が
多
く
み
ら
れ
る
中
、少

子
化
対
策
は
緊
急
の
問
題

で
あ
り
早
急
な
対
応
が
迫

ら
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
は
大
変
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
公
約
の
中
で

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

提
案
し
た
。

　

将
来
を
担
う
若
者
の
村

外
流
出
は
、村
の
存
亡
に
関

わ
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
米

飯
給
食
の
無
償
化
を
含
め

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

今
定
例
会
に
提
案
し
た
一

般
会
計
補
正
予
算
、学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

補
正
予
算
に
お
い
て
関
係

予
算
を
計
上
し
た
。

質問に答える宗田村長

緑
川
　 

茂 
議
員
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質 

問

質 

問

 　
無
償
化
に
伴
う
費
用
は
い

く
ら
か
。ま
た
、そ
の
財
源
は
。

 　

財
源
は
予
備
費
か
ら
充

て
た
い
。

  　
小・中
学
校
の
給
食
費
は

約
２
３
０
万
、こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
米
飯
給
食
費
に
約

３０
万
を
予
定
。合
計
で
約

２
６
０
万
の
予
算
を
計
上

し
て
い
る
。

  　

公
約
さ
れ
た
こ
と
が
早

速
実
施
に
向
け
て
進
め
ら

れ
、そ
の
迅
速
な
対
応
は
大

い
に
評
価
で
き
る
。村
長
が

掲
げ
ら
れ
た
公
約
を
一
つ

一
つ
実
践
し
、村
民
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
希
望

し
た
い
。

再
質
問

意　
見

答
弁（
村
長
）

問
子
育
て
支
援
策
は

答
早
急
に
給
食
費
の
無

償
化
を
実
施
す
る

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
副
村
長
）



北
條 

利
雄 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　

森
田
重
男
議
員
・
青
戸
義
之
議
員

　

選
挙
の
中
で
掲
げ
た
マ

二
フ
ェ
ス
ト（
公
約
）の
実
行

と
具
現
化
、村
政
運
営
に

対
す
る
基
本
理
念
と
政
治

姿
勢
は
。

①「
真
実
一
路
」の
言
葉
に

託
さ
れ
る
思
い
。

②「
誠
実・実
行
」、村
民
の

期
待
に
必
ず
応
え
る
と
し

た「
５
つ
の
施
策
」の
詳
細
。

③
後
援
会
の
届
出
と
政
治

資
金
規
正
法
の
手
続
き
へ

の
事
実
確
認
。

④
後
援
会
討
議
資
料
の
総

括
と
解
決
や
改
善
の
方
向

性
。

①
気
持
ち
に
偽
り
な
く
真

実
に
、生
ま
れ
育
っ
た
村
を

守
る
。里
山
、自
然
環
境
を

後
世
に
残
す
思
い
。将
来
に

確
か
な
方
向
性
を
定
め
、

地
に
足
を
つ
け
て
村
づ
く

り
に
邁
進
。

②
●
給
食
費
の
無
償
化
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
体
制

を
整
備
し
子
育
て
を
支
援
。

●
村
を
支
え
て
き
た
高

齢
者
に
報
い
る
施
設
の
整

備
を
充
実
。

●
中
心
地
に
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
す
施
策
が
重
要
で

あ
り
活
性
化
の
起
爆
剤
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
存
在
は
大
き
い
。人

は
働
い
た
対
価
、仕
事
に

合
っ
た
対
価
が
必
要
で
あ

り
、現
状
の
対
価
を
検
討
。

●
人
の
つ
な
が
り
が
大
事
、

行
政
区
へ
の
財
政
支
援
を

充
実
さ
せ
、区
民
の
身
近

な
行
事
、活
動
を
支
援
。

③
後
援
会
組
織
の
公
職
選

挙
法
並
び
に
政
治
資
金
規

正
法
の
法
的
手
続
を
適
正

に
処
置
。

④
選
挙
は
、互
い
に
政
策
を

提
示
し
、審
判
を
受
け
る
の

が
根
底
。有
権
者
を
惑
わ

す
も
の
、何
の
根
拠
も
な
い

誹
謗
中
傷
は
、民
主
主
義

を
尊
ぶ
村
民
の
恥
。

 
①
施
策
を
具
現
化
す
る
た

め
短
期・中
期・長
期
の
計

画
が
必
要
。財
政
力
か
ら

し
て
財
源
措
置
の
確
保
が

重
要
。総
合
戦
略
と
の
整

合
性
、見
直
し
へ
の
施
策
の

関
係
性
は
。

②
設
立
届
が
な
い
後
援
会

組
織
。宗
田
雅
之
後
援
会

が
、な
ぜ
届
出
や
手
続
き

が
出
さ
れ
て
い
な
い
の
か

理
由
が
わ
か
り
か
ね
る
。

今
後
の
処
置
や
対
応
は
。

③
全
て
の
行
政
事
務
事
業

に
関
わ
り
を
持
ち
、議
論
を

行
い
、指
摘
も
提
言
も
行

い
、そ
の
結
果
が
、賛
成
や

否
決
の
議
会
判
断
が
あ

る
。議
員
で
あ
っ
て
も
、村

民
で
あ
っ
て
も
、議
案
に
対

す
る
見
方
も
考
え
方
も
異

な
る
。立
場
も
理
解
度
や

認
識
も
異
な
る
。議
会
で

の
判
断
の
結
果
は
事
実
で

あ
る
こ
と
も
、異
な
る
こ
と

も
、解
説
も
で
き
る
も
の
。

表
現
は
自
由
で
あ
る
が
、

誹
謗
や
中
傷
と
も
と
ら
れ

る
文
言
も
。職
員
へ
の
意
欲

や
働
き
が
い
ま
で
。指
揮
監

督
す
る
大
切
な
ス
タ
ッ
フ

職
員
で
あ
る
。こ
の
場
を
通

し
て
の
思
い
は
。

①
最
大
の
施
策
。そ
の
手

当
て
、予
算
、こ
れ
は
国
の

補
助
事
業
、財
政
調
整
基

金
な
ど
を
利
用
。見
直
し

を
図
っ
て
、議
員
と
職
員
に

相
談
し
進
め
る
。

②
適
正
に
処
置
し
た
い
。

③
言
葉
も
語
気
も
強
く

な
っ
た
。「
真
実
一
路
」、こ

う
い
う
村
づ
く
り
で
は
大

変
だ
ろ
う
と
、そ
の
思
い
で

こ
う
い
う
文
書
を
出
し
た
。

誹
謗
中
傷
は
も
っ
て
の
ほ

か
。村
を
よ
く
し
た
い
な
ら

ば
、ぜ
ひ
と
も
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

 　

後
援
会
の
届
出
、政
治

資
金
規
正
法
の
手
続
き

は
、村
民
の
皆
さ
ん
に
公
開

す
る
基
本
中
の
基
本
。政

治
資
金
を
公
開
す
る
こ
と

で
、政
治
活
動
の
実
態
を

村
民
の
前
に
公
開
し
て
、言

わ
ば
ガ
ラ
ス
張
り
の
中
、不

断
の
監
視
と
批
判
の
下
に

置
く
こ
と
で
政
治
活
動
の

公
明
を
確
保
す
る
も
の
。

政
治
資
金
の
授
受
を
量
的・

質
的
に
規
正
す
る
こ
と
で
、

積
極
的
に
社
会
的・倫
理
的

な
正
義
の
実
現
を
期
す
る

こ
と
に
よ
り
、政
治
活
動
の

公
正
を
確
保
す
る
こ
と
で

あ
る
。こ
の
趣
旨
を
理
解

し「
適
正
に
処
置
し
た
い
」

を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

質 

問

「真実一路」に邁進答

問 村長の基本理念と政治姿勢は

9 さめがわ議会だより第174号

行政の中心 役場庁舎

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

再
質
問

意　
見



被害者に寄り添った支援に努める

犯罪被害者に対する
　　　　見舞金制度について

答

問

　

福
島
県
で
は
、犯
罪
被

害
者
を
支
援
す
る
特
化
し

た
条
例
を
昨
年
４
月
に
制

定
し
た
。国
の
犯
罪
給
付

制
度
と
は
別
に
犯
罪
被
害

者
に
見
舞
金
を
支
払
う
制

度
が
徐
々
に
広
が
っ
て
い

る
。条
例
を
制
定
し
た
市

町
村
は
、４
月
１
日
現
在

で
は
１７
市
町
村
あ
る
が
、

条
例
で
は
な
く
、見
舞
金

交
付
要
綱
を
定
め
た
市
町

村
は
４
市
町
村
に
な
っ
て

お
り
、県
内
２１
市
町
村
が

条
例
や
要
綱
を
制
定
し
て

い
る
。

　
本
村
に
お
い
て
も
、条

例
・
要
綱
等
を
制
定
す
べ

き
と
思
う
が
、村
長
の
考

え
は
。

 　　
本
村
に
お
い
て
は
、平
成

１０
年
７
月
犯
罪
被
害
者
へ

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、被
害
者
支
援
に

関
わ
る
関
係
機
関
、団
体

で
構
成
す
る
県
レ
ベ
ル
の

福
島
県
被
害
者
支
援
連
絡

協
議
会
へ
参
画
し
、関
係
機

関
相
互
間
の
情
報
交
換
、

広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。

　

村
で
は
、被
害
者
等
支

援
総
合
的
対
応
窓
口
を
住

民
福
祉
課
内
に
設
置
し
、

総
合
的
に
対
応
で
き
る
体

制
を
と
っ
て
い
る
。犯
罪
被

害
者
に
対
す
る
見
舞
金
制

度
は
、条
例
や
要
綱
を
制

定
し
て
い
な
い
。

　

村
の
現
状
は
、総
合
的

対
応
窓
口
を
設
置
し
て
い

る
が
、相
談
は
な
い
状
況
。

し
か
し
、村
民
に
い
つ
被
害

者
と
な
る
事
案
が
発
生
す

る
か
も
し
れ
な
い
。県
の
条

例
に
即
し
て
役
割
を
果
た

す
考
え
で
あ
り
、被
害
者
の

方
々
な
ど
へ
の
居
住
支
援

見
舞
金
制
度
の
創
設
に
向

け
た
検
討
を
行
う
な
ど
被

害
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
努
め
る
。

 　

国
の
給
付
金
制
度
は
、

受
給
ま
で
半
年
以
上
か
か

る
が
、現
条
例
で
は
居
住

地
の
市
町
村
に
申
請
す
る

と
、早
け
れ
ば
１
か
月
で
受

給
で
き
る
見
込
み
。県
は

見
舞
金
の
金
額
を
死
亡
６０

万
円
、重
傷
者
３０
万
円
、軽

傷
者
２０
万
円
を
想
定
し
市

町
村
条
例
に
盛
り
込
ん
だ

り
交
付
金
を
定
め
る
こ
と

で
見
舞
金
を
届
け
ら
れ
る
。

　

近
隣
の
町
村
で
は
、条

例
や
交
付
金
要
綱
を
定
め

て
い
る
が
、本
村
で
も
定
め

る
べ
き
と
思
う
が
。

 　
今
後
検
討
し
て
、で
き
る

限
り
早
急
に
取
り
か
か
り

た
い
。

質 

問
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積極的に開示する

情報公開条例、規則は

答

問

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問　

本
郷
弘
義
議
員
・
遠
藤
貴
人
議
員

　

村
で
は
、情
報
公
開
条

例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

指
定
管
理
者
の
情
報
の
公

開
に
関
す
る
条
例
や
規
則

等
を
定
め
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、自
治
体
の
予
算

が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
最
終
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、行
政
へ
の
住

民
参
加
を
進
め
て
い
く
上

で
も
自
治
体
の
情
報
公
開

は
重
要
で
あ
る
。行
政
と

住
民
の
よ
り
一
層
の
信
頼

関
係
を
築
く
上
で
情
報
の

公
開
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ

が
住
民
参
画
の
地
域
づ
く

り
と
な
り
、開
か
れ
た
行
政

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。何

よ
り
自
治
体
の
持
っ
て
い

る
多
く
の
情
報
を
住
民
に

提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。情
報
の
公
開
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。

　　
本
村
に
は
、平
成
13
年
４

月
１
日
か
ら
鮫
川
村
情
報

公
開
条
例
と
そ
の
条
例
の

施
行
に
関
し
、必
要
な
事

項
を
定
め
た
村
長
が
保
有

す
る
公
文
書
の
開
示
等
に

関
す
る
規
則
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は
、

「
村
が
保
有
す
る
情
報
の

一
層
の
公
開
を
図
り
、も
っ

て
村
の
諸
活
動
を
村
民
に

説
明
す
る
責
務
が
全
う
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、村
民
の
村
政
へ
の
参
加

の
下
、公
正
で
開
か
れ
た
村

政
の
推
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。」と
し
て

い
る
。

　
ま
た
、条
例
を
適
用
す

る
上
で
の
文
言
の
定
義
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、こ
の
条

例
が
適
用
さ
れ
る
実
施
機

関
に
つ
い
て
は
、村
長
、教

育
委
員
会
、選
挙
管
理
委

員
会
、監
査
委
員
、農
業
委

員
会
、固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
及
び
議
会
と

し
、ま
た
公
文
書
の
定
義

と
し
て
、「
実
施
機
関
の
職

員
が
職
務
上
作
成
し
、又

は
取
得
し
た
文
書
、図
画

及
び
電
磁
的
記
録
で
あ
っ

て
、当
該
実
施
機
関
の
職

員
が
組
織
的
に
用
い
る
も

の
と
し
、当
該
実
施
機
関

が
保
有
し
て
い
る
も
の
を

い
う
。」

　
こ
の
条
例
、規
則
に
お
い

て
は
、指
定
管
理
者
が
保

有
す
る
文
書
の
開
示
に
関

し
て
は
規
定
し
て
い
な
い

が
、実
際
に
は
村
の
規
定
に

近
い
形
で
施
行
し
て
い
る
。

　

公
的
な
施
設
を
管
理
し

て
い
る
指
定
管
理
者
の
情

報
公
開
に
つ
い
て
は
、住
民

の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
、情
報
公
開

制
度
の
内
容
を
常
に
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
。公
的
機
関
が
保
有

す
る
情
報
は
、村
民
の
共

有
財
産
で
あ
る
。住
民
の

誰
も
が
知
り
た
い
と
思
う

と
き
に
、知
る
権
利
を
法

律
や
条
例
、制
度
的
に
保

障
し
、情
報
の
公
開
に
義

務
づ
け
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
。

　　

村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
発
信
は
大
事
な
こ
と
で

あ
る
。知
り
た
い
こ
と
全
て

を
村
か
ら
発
信
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る

が
、様
々
な
機
会
、媒
体
を

捉
え
て
、周
知
を
積
極
的
に

図
っ
て
い
く
。

質 

問

青
戸 

義
之 

議
員
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子育て環境を整えること

子育て支援策の充実とは

答

問
  　

村
長
が
唱
え
た
子
育
て

支
援
策
の
充
実
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。

 　

安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
、人
口
減
少
対
策
の
最

も
大
事
な
と
こ
ろ
。保
護
者

へ
の
財
政
支
援
策
で
あ
る

給
食
費
の
無
償
化
。「
こ
ど

も・子
育
て
政
策
の
強
化
に

つ
い
て（
試
案
）〜
次
元
の

異
な
る
少
子
化
対
策
の
実

現
に
向
け
て
〜
」を
も
と

に
、給
食
費
の
無
償
化
に
向

け
て
給
食
実
施
率
や
保
護

者
の
負
担
軽
減
と
実
態
を

把
握
し
つ
つ
課
題
の
整
理

を
行
う
。

　

学
力
の
向
上
策
、通
学

支
援
策
の
再
検
討
な
ど
、

定
住
化
に
向
け
た
子
育
て

支
援
は
大
変
重
要
。

　　
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

策
は
。

 　

財
政
的
に
大
変
な
方
が

い
る
。そ
の
支
援
は
、行
政

と
し
て
、自
助・共
助・公
助

の
立
場
か
ら
支
援
は
、惜
し

み
な
く
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、高
校
の
統
廃
合
に

よ
り
、通
学
距
離
が
延
び

て
い
る
方
に
対
し
て
の
支

援
も
や
る
べ
き
だ
と
、考
え

て
い
る
。

 　
本
当
に
困
っ
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
の
支
援
策
を

し
っ
か
り
と
確
立
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
調
査
に
つ
い
て
、全
国
調

査
や
福
島
県
の
調
査
が
行

わ
れ
た
が
、本
村
で
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定

義
は
本
来
、大
人
が
担
う

と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事

や
家
庭
の
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
子
供
の

こ
と
で
あ
る
。勉
強
に
励
む

時
間
、部
活
に
打
ち
込
む

時
間
、将
来
に
思
い
を
は
せ

る
時
間
、友
人
と
の
た
わ
い

な
い
時
間
な
ど
、子
供
と
し

て
の
時
間
と
引
換
え
に
家

事
や
家
庭
の
世
話
を
し
て

い
る
子
供
の
こ
と
で
あ
る
。

　

令
和
４
年
に
、県
の
こ
ど

も
未
来
局
が
実
施
し
た
子

ど
も
の
生
活
実
態
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、小

学
５
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
ま
で
の
全
て
の
児
童・生

徒
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、

児
童
・
生
徒
自
身
が
無
記

名
に
よ
り
任
意
回
答
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

本
村
に
お
け
る
調
査
結

果
は
、小
学
５
、６
年
生
の

47
名
の
う
ち
４
名
、中
学
生

78
名
の
う
ち
１
名
が
該
当

者
と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
結
果
に
お
い

て
世
話
の
対
象
者
、頻
度
、

内
容
に
よ
り
、本
人
の
負
担

感
が
異
な
る
た
め
、該
当
者

全
員
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　
児
童・生
徒
の
先
生
方
に

よ
る
と
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
例
に
該
当
す
る
児
童・生

徒
は
い
な
い
。

 　

該
当
者
は
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、も
し
、該
当

者
が
い
た
と
し
た
ら
、そ
の

方
々
に
対
し
て
、村
と
し
て

の
対
応
策
と
い
う
の
は
あ

る
か
。

 　

各
児
童
及
び
家
庭
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、ア
セ
ス
メ

ン
ト
、客
観
的
に
評
価・分

析
を
行
っ
た
上
で
、支
援
の

要
否
を
検
討
し
て
い
く
。不

登
校
等
の
生
徒
が
い
る
が
、

先
生
が
家
庭
訪
問
や
家
庭

のびのびと遊べる環境を

本
郷 

弘
義 
議
員

質 

問

質 
問

の
状
況
を
調
べ
た
り
し
て

い
る
。

　　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
不

登
校
に
な
る
原
因
に
な
る

場
合
も
あ
る
。子
供
た
ち

が
伸
び
伸
び
と
生
活
で
き

る
よ
う
な
支
援
策
を
講
じ

る
べ
き
。

答
弁（
村
長
）
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遠
藤 

貴
人 

議
員

▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
員
出
席
イ
ベ
ン
ト
・
議
員
各
種
研
修
会
・
新
議
長
挨
拶
・
新
組
織
体
制

　

村
民
の
期
待
に
応
え
る

政
策
と
は
。

①
学
校
給
食
費
の
無
償
化

以
外
で
、ど
の
よ
う
な
子
育

て
支
援
策
を
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。

②
高
齢
者
が
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
、社
会
的
ニ
ー
ズ

と
も
合
致
し
て
く
る
。ど
の

よ
う
な
高
齢
者
用
集
合
住

宅
の
展
望
を
お
持
ち
か
。

③
ま
め
で
達
者
な
村
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
、

中
心
地
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
の
か
。

④
農
林
業
の
６
次
産
業
化

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
農

産
物
の
価
値
を
上
げ
、農

林
業
者
の
経
済
を
豊
か
に

し
て
い
く
の
か
。

 

①
徳
の
心
を
磨
く
こ
と
を

基
本
と
し
た
教
育
の
強
化

を
図
る
。村
営
塾
の
開
設
、

県
立
高
校
の
統
合
に
よ

る
、通
学
支
援
の
検
討
が

必
要
。

②
互
い
に
助
け
合
っ
て
集
団

で
生
活
を
す
る
。村
外
で
働

く
子
供
が
、安
心
し
て
働
け

る
手
助
け
に
な
る
。

③
優
れ
た
大
豆
を
、今
以

上
に
宣
伝
。良
い
も
の
、美

し
い
景
観
が
あ
る
と
こ
ろ

に
自
然
と
人
は
集
ま
り
、活

性
化
を
図
れ
る
。

④
国
の
補
助
事
業
を
有

効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
。山
の
環
境
を
守
り
、地

権
者
へ
の
利
益
の
還
元
に

も
な
る
。

  　

今
回
の
村
長
選
挙
の
総

括
は
。

 　

定
住
人
口
が
な
く
て
は

村
の
存
続
は
な
い
。そ
れ
を

推
進
し
て
い
く
。

  　
７
月
31
日
に
議
員
辞
職

と
、マ
ス
コ
ミ
の
報
道
が

あ
っ
た
。そ
の
中
で
議
員
辞

職
が
８
月
17
日
に
な
っ
た

理
由
は
。

 　

５
月
に
、東
白
川
町
村

議
長
会
の
会
長
に
な
っ
た
。

８
月
12
日
に
広
域
圏
の
議

会
が
あ
っ
た
の
で
、そ
れ
を

全
う
し
て
か
ら
議
員
辞
職

し
た
い
。そ
う
い
う
思
い
で

８
月
１７
日
ま
で
延
ば
し
た
。

 　
定
数
１０
名
な
が
ら
、欠
員

１
名
で
議
会
運
営
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、ど

う
考
え
て
い
る
か
。

 　

村
を
良
く
し
た
い
思
い

が
あ
れ
ば
、数
が
多
い
少
な

い
は
同
じ
。

 　
材
料
費
、燃
料
費
の
高

騰
に
よ
っ
て
、そ
の
コ
ス

ト
が
給
食
に
転
嫁
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
が
。

 　

食
の
あ
り
が
た
み
は
家

庭
環
境
の
中
で
教
え
る
も

の
。感
謝
は
父
母
が
教
え

る
こ
と
。

  　

食
材
の
生
産
者
や
給
食

調
理
員
に
触
れ
合
っ
た
り
、

無
償
化
の
お
金
を
誰
が
負

担
し
て
い
る
の
か
学
ぶ
な

ど
、複
合
的
に
給
食
費
の

無
償
化
と
併
せ
て
、村
の
施

策
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

豆
で
達
者
な
村
づ
く
り

を
や
っ
て
い
る
。豆
を
通
し

た
教
育
も
十
分
に
や
っ
て
い

き
た
い
。

 　
古
殿
小
学
校
の
残
菜
率

14
％
に
対
し
、鮫
川
小
学

校
の
残
菜
率
1.7
％
。残
菜

率
1.7
％
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
、無
償
化
に
併
せ

て
、村
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
と
感
じ
て
い
る
が
。

　

数
値
が
も
っ
と
下
が
る

よ
う
に
、食
の
あ
り
が
た
み

を
指
導
し
て
い
く
。

　

給
食
費
の
無
償
化
を
大

人
だ
け
が
議
論
し
て
い
る

が
、当
事
者
で
あ
る
小
学

生
や
中
学
生
の
意
見
を
聞

い
た
の
か
。

　

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を

聞
く
の
も
大
事
。た
だ
、

食
育
に
よ
っ
て
、理
解
は

得
ら
れ
る
。

質 

問

徳の心を磨く教育の強化を図る答

問 どのような子育て支援策を
　　　　　　　検討しているか

材料費の高騰が給食の質を低下させてはならない
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答
弁（
村
長
）

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

再
質
問

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）

答
弁（
村
長
）
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森広報編集長と窪木副編集長が参加

議員研修会

インフォメーション 議員も村の各イベントに
出席しています

一糸乱れぬ素晴らしい訓練でした

元気いっぱい、
最後まで頑張りました

全校生徒が協力した
素晴らしい学校祭でした

９月２４日 ９月30日

秋季検閲 こどもセンター
運動会

10月21日

中学校
壇の岡祭

東京の日経ビルで行われた広報研修会

ジャーナリスト岩田公雄氏による講演

郡山のビックパレットでの議員研修会



▶

次
の
ペ
ー
ジ
は

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い 

シ
リ
ー
ズ
48
で
す
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去
る
９
月
６
日
鮫
川
村
第

５
回
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

不
肖
私
、議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
頂
き
、議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。身
に
余
る

光
栄
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

も
と
よ
り
、浅
学
菲
才
の
身

で
あ
り
ま
し
て
、そ
の
器
で
な

い
の
で
す
が
、身
を
挺
し
て
不

偏
不
党
、公
正
無
私
を
旨
と

し
、言
論
の
府
と
し
て
の
議
会

が
円
満
に
運
営
さ
れ
る
こ
と

と
、村
民
重
視
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
誠
心

誠
意
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
一
層
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、村
民
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
、鮫
川
村
の
発

展
を
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

森　

 

隆
之

青
戸 

義
之

本
郷 

弘
義

遠
藤 

貴
人 

緑
川　

 

茂   

委

員

長

副
委
員
長

委　
　

員 

議
会
運
営
委
員
会 

森　

 

隆
之

遠
藤 

貴
人 

北
條 

利
雄 

前
田 

武
久

委

員

長

副
委
員
長

委　
　

員 

総
務
文
教
常
任
委
員
会

本
郷 

弘
義 

青
戸 

義
之

窪
木 

浩
一

森
田 

重
男

緑
川 　

茂   

委

員

長

副
委
員
長

委　
　

員 
産
業
厚
生
常
任
委
員
会 

前
田 

武
久

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議員の辞職に伴い、議会運営委員会、総務文教・産業厚生常任委員会

再度新体制が決定しました！！

去
る
８
月
17
日
、宗
田
雅
之
議
員
よ
り
議
員
辞
職
願
が

緑
川
副
議
長
に
提
出
さ
れ
、同
日
受
理
、許
可
し
ま
し
た
。

議
員
の
異
動
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シリーズ48ふるさと鮫川への想い

編
集
後
記

　
異
常
な
暑
さ
が
９
月
末
ま
で
続

き
、
１０
月
か
ら
急
に
平
年
並
み
の

気
候
に
な
り
、
体
調
の
管
理
が
難

し
い
で
す
。
ま
た
、
控
え
て
い
た
行

事
等
も
少
し
ず
つ
復
活
し
つ
つ
賑
わ

い
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

食
欲
の
秋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
暴

飲
暴
食
を
避
け
て
、
健
康
管
理
に

留
意
し
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

  （
広
報
編
集
委
員
）

我
が
心
の
故
郷
　
鮫
川
村
への
想
い

　

私
は
鮫
川
村
の
西
山
に
生
ま

れ
て
鮫
川
中
学
校
を
昭
和
45
年

３
月
に
卒
業
、54
年
の
月
日
が

経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。最
近
は

床
に
入
り
眠
り
に
着
く
迄
、子
供

時
代
が
懐
か
し
く
頭
を
よ
ぎ
る

日
々
で
す
。

　

中
学
校
卒
業
時
、進
学
者
と
就

職
者
数
は
半
々
で
、私
は
、横
浜

の
叔
父
の
も
と
へ
仮
枠
大
工
見
習

と
し
て
就
職
し
ま
し
た
が
、昭
和

48
年
に
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し

ま
し
た
。動
機
は
、夜
間
高
校
に

通
学
で
き
る
と
の
事
で
し
た
が
、

訓
練
と
勤
務
に
追
わ
れ
る
毎
日

で
、実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、隊
に
残
る
た
め
の
昇

進
試
験
を
受
け
、運
良
く
福
島
駐

屯
地
司
令
の
付
人
に
就
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、各
種
の
試
験

や
教
育
も
受
け
る
こ
と
も
で
き
、

任
官
、新
入
隊
員
の
教
育
、一
番

厳
し
い
訓
練
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練

に
参
加
、記
章
を
胸
に
訓
練
現
場

須賀川市在住（西山字岩野草出身）

か
ら
離
れ
、事
務
室
勤
務
に
な
り

ま
し
た
。

　

隊
に
勤
務
中
は
数
々
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
。鮫
川
村

の
住
所
に
赤
坂
中
野
字
新
宿
在

り
、飲
み
屋
が
六
本
木
と
言
う
店

が
有
る
と
口
に
し
た
ら
白
い
目
で

見
ら
れ
た
。お
袋
に
送
っ
て
も
ら
っ

た
イ
ナ
ゴ
の
佃
煮
を
仕
事
場
で
休

憩
時
に
差
し
出
し
た
ら
、一
斉
に

大
騒
ぎ
に
な
り
、暫
く
誰
も
話
し

掛
け
て
く
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
。

　

皆
さ
ん
は
、札
幌
の
雪
ま
つ
り

を
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、当
時

会
場
は
大
通
公
園
、中
之
島
、真

駒
内
駐
屯
地
と
３
会
場
あ
り
、大

雪
像
は
自
衛
隊
担
当
で
し
た
。期

間
中
最
も
厄
介
な
の
が
気
温
の

上
昇
で
す
。雪
像
維
持
の
た
め
に

は
低
温
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
、

時
に
は
意
に
反
し
予
報
以
上
に
気

温
が
上
昇
す
る
場
合
も
あ
り
、観

客
が
入
る
前
に
、補
修
が
必
要
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な

時
は
、師
団
幕
僚
長
が
大
声
を
上

げ
廊
下
を
飛
ん
で
く
る
の
で
す
。

　

冬
季
の
雪
か
き
作
業
は
、日
に

５
回
ほ
ど
で
し
た
。雪
は
、軽
く

扱
い
や
す
い
の
で
す
が
、外
に
出

る
際
は
完
全
防
寒
着
で
す
。最
低

温
度
の
体
験
は
、マ
イ
ナ
ス
25
度

の
上
富
良
野
演
習
場
の
こ
と
で
し

た
。風
呂
上
が
り
の
絞
っ
た
タ
オ

ル
が
、帰
り
に
棒
状
に
直
立
し
手

か
ら
離
れ
ず
、し
ば
ら
く
ス
ト
ー

ブ
の
脇
で
静
か
に
離
れ
る
の
を
待

ち
ま
し
た
。ま
た
、真
駒
内
で
の
生

活
は
、家
族
に
大
変
な
負
担
を
か

け
ま
し
た
。当
初
は
知
り
合
い
が

な
く
、私
が
訓
練
や
演
習
等
で
長

期
不
在
間
に
、子
供
が
熱
を
出
し

た
り
、体
調
不
良
時
の
と
き
と
か
、

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

数
年
後
、希
望
し
た
郡
山
駐
屯

地
に
着
任
し
ま
し
た
が
、高
校
進

学
を
あ
き
ら
め
ら
れ
ず
、上
官
に

無
理
を
お
願
い
し
、48
歳
で
福
島

県
立
萌
世
高
校
に
入
学
、52
歳
で

卒
業
し
ま
し
た
。息
子
よ
り
若
い

同
級
生
に
囲
ま
れ
晴
れ
や
か
な
気

持
ち
で
、卒
業
証
書
を
手
に
し
た

と
き
は
、万
感
胸
迫
る
思
い
で
し

た
。在
隊
35
年
で
定
年
を
迎
え
ま

し
た
。現
在
は
福
島
県
林
業
研
究

セ
ン
タ
ー
で
運
転
手
兼
用
務
員
と

し
て
、日
々
環
境
整
備
に
汗
を
流

し
、充
実
し
た
生
活
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

子
供
は
男
の
子
２
人
で
、横
須

賀
市
の
武
山
に
在
る
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
に
入
校（
当
時

は
少
年
工
科
学
校
）、現
在
長
男

は
岩
手
駐
屯
地
に
、次
男
は
郡
山

駐
屯
地
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
、郡
山
の
勤
務
地
に
近
い
、

こ
こ
旧
岩
瀬
村（
現
賀
川
市
）に

庵
を
構
え
て
早
や
約
28
年
が
経

ち
ま
し
た
。私
の
家
は
、全
て
が
鮫

川
村
産
で
す
。実
家
の
山
林
か
ら

木
材
を
切
り
、親
戚
の
方
々
に
搬

出
を
し
て
も
ら
い
、大
工
さ
ん
な

ど
職
人
さ
ん
は
、鮫
川
村
か
ら
毎

日
通
っ
て
建
築
に
携
わ
っ
て
頂
き

ま
し
た
。今
で
も
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

岩
野
草
に
生
ま
れ
、一
番
多
感

な
時
期
を
集
落
の
皆
さ
ん
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
過
ご
せ
た
事
に
、感

謝
の
一
言
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
ん
な

故
郷
、鮫
川
村
が
私
は
大
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
鮫
川
村
の
良
い
所
を

残
し
て
頂
き
、村
民
の
皆
様
が
住
み

や
す
い
環
境
で
過
ご
せ
る
様
、村
民

一
丸
で
活
気
溢
れ
る
鮫
川
村
を
合
言

葉
に
頑
張
る
姿
を
応
援
致
し
て
お
り

ま
す
。

須藤  勝志 さん

◆ プロフィール
・ 生 年 月 日
・ 昭和45年3月
・ 昭和48年4月
・ 平成14年4月
・ 平成18年3月
・ 平成20年7月

昭和29年7月17日
鮫川中学校卒業
自衛隊入隊
県立萌世高校入学
同校卒業
自衛隊退職


